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第３回 湯梨浜町農業委員会総会議事録 

 

開 催 年 月 日 令和４年６月１０日（金）午後３時００分 

開 催 場 所 湯梨浜町役場別館 第 3会議室 

出席委員 (   12 名 ) 

１番 山下 和子 委員 ２番 蔵本 孝広 委員 ３番 横川 力 委員 ４番 山上 真治 委員 

５番 長谷川 誠一 委員 ６番 谷岡 貞幸 委員 ７番 山本 美代子 委員 ８番 土海 政信 委員 

９番 清水 武敏 委員 １０番 尾川 寛信 委員 １１番 山田 隆雄 委員 １２番 下田 健一 委員 

欠 席 委 員 (   0 名 )     

推 進 委 員 (   8 名 ) 

１３番 徳岡 正裕 推進委員 １４番 河井 勝重 推進委員 １５番 山下 昇 推進委員 １６番 井坂 正昭 推進委員 

１７番 山本 正義 推進委員 １８番 岡本 章 推進委員 １９番 中村 博 推進委員 ２０番 倉本 哲男 推進委員 

欠席推進委員 ( 0 名 )     

職 務 の た め 

出 席 し た 職 員 

 

事務局長 藤井 貞宣 

副主幹  中村 武史 

 

提 案 議 案 

 

第 11号議案 農地法第 3条の規定による許可申請について 

第 12号議案 農地法第 5条の規定による許可申請について 

第 13号議案 非農地の現況証明について 

第 14号議案 農用地利用集積計画の決定について 

第 15号議案 農用地利用配分計画の策定について 

報  告  事  項 

 

第 1号 水田の畑地変換届について 

第 2号 農地法施行規則第 29条第 1号に係る農地転用（2アール未満の農業用施設）の届出について 
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日  程 発 言 者 発     言     の     要     旨 

１ 開会 

 農業委員会憲章 唱和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 議事録署名委員の指名 

 

 

 

 

 

 

３ 報告事項 

第 1号 

水田の畑地変換届について 

事務局 

 

 

谷岡委員 

事務局 

 

 

長谷川会長 

事務局 

 

 

 

 

 

長谷川会長（議長） 

 

（議長） 

 

 

 

 

 

 

（議長） 

事務局 

 

ただ今より、令和 4年度 第 3回農業委員会の定例総会を開催します。 

農業委員会憲章の唱和を行いますので、皆様ご起立をお願いします。 

本日の先導役は、議席番号 6番の谷岡貞幸委員にお願いを致します。よろしくお願いします。 

（農業委員会憲章の唱和） 

はい、ありがとうございました。ご着席願います。 

それでは定例総会の開催にあたりまして、長谷川会長からごあいさつを頂きます。お願いしま

す。 

（長谷川会長あいさつ 中略） 

ありがとうございました。それでは本日の出席者報告を致します。 

農業委員の現員数 12人に対して、ただ今の出席委員は 12人であります。農業委員会等に関す

る法律第 27 条第 3 項の規定に基づき、出席者が定足数に達しておりますので本総会が成立する

ことを報告致します。 

次に会議の議長ですが、湯梨浜町農業委員会会議規則第 4条第 1項の規定により会長が議長と

なります。では進行をお願い致します。 

それでは座って進行させて頂きます。本日の議事の日程は、皆さんのお手元に配布のとおりで

ございます。 

日程 2番、「議事録署名委員の指名について」を議題と致します。 

お諮りを致します。本案件につきましては、湯梨浜町農業委員会会議規則第 23 条第 2 項の規

定に基づきまして議長において指名することには、ご異議はございませんか。 

（「異議なし。」の声） 

はい。異議なしと云う風に認めます。それでは議事録署名委員には 1番の山下和子委員、そし

て 2 番の蔵本孝広委員の両名を指名致します。よろしくお願いします。そして会議書記におきま

しては、事務局の方へお願いします。 

次に日程 3、報告事項に移ります。第 1号「水田の畑地変換届について」を報告してください。 

報告事項 第 1号「水田の畑地変換届について」を説明します。 

次のとおり、水田の畑地変換届出書が提出されたので報告するものです。 
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第 2号 

農地法施行規則第 29条第 1号

に係る農地転用（2アール未満

の農業用施設）の届出について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料は 2-1頁） 

番号 1 土地の所在 大字門田――。地目は田、面積は 780 ㎡。届出人は門田●●。届出日は

令和 4年 5月 9日であります。備考ですけれども、1mの盛土を行うもので、事業期間は昨年の

1月から今年の 3月と云う事になっておりまして、既に完了をしております。 

頁をめくって頂き 2-1が届出の位置図であります。 

報告事項第 1号については以上であります。 

はい。続きまして報告事項第 2 号「農地法施行規則第 29 条第 1 号に係る農地転用（2 アール未

満の農業用施設）の届出について」、このことについて報告してください。 

報告事項 第 2 号「農地法施行規則第 29 条第 1 号に係る農地転用（2 アール未満の農業用施

設）の届出について」を説明します。 

次のとおり、農地法第 4条第 1項第 8号及び同法施行規則第 29条第 1号に規定する農業用施

設を節したい旨の届出書が提出されたので報告するものであります。 

（資料は 3-1頁、資料 1の 1頁、2頁） 

番号 1 届出人は園●●。土地の所在 大字園――。地目は田、面積は 2,044㎡。附記ですけれ

ども、転用面積は 80㎡で、幅 5m延長 16mの鶏舎を設置するものであります。 

先月も同じ届出がありましたが、事業拡大で今度は前回の場所の下手側の隣地であります。位

置図については頁をめくって頂き 3-1をご覧ください。 

先月から、印をしている下。下が上側になりますので。こっちの方が届出が出ておりましたけ

れども、今度はこの続きと云う事になります。 

それから資料 1の 1頁目。資料 1の 1頁目で、こちらは公図ですけれども、鶏舎の位置を赤色

で示しております。それから資料 1の頁をめくって頂きまして 2頁目。これが鶏舎の概要図であ

ります。簡単なものなんですけども。 

そして、恐れ入りますが議案書 3頁に戻って頂きまして、番号 2でございます。 

（資料は 3-2頁、資料 1の 3頁、4頁） 

番号 2 届出人は野方●●。土地の所在 大字野方――。地目は畑、面積は 3,472㎡。附記です

けれども、転用面積が 25.38㎡で、これは間口 4.5m奥行き 5.46mの機械倉庫を新築するもので

あります。 
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４ 議事 

議案第 11号 

農地法第 3 条の規定による許

可申請について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

（議長） 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

場所につきましては、本冊頁をめくって頂き 3-2。3-2が航空写真による位置図であります。 

そして資料 1の、恐れ入りますが 3頁目をお願い出来ますでしょうか。公図に設置場所の位置

が落としてあります。新築する機械倉庫の位置は赤色、赤色ですね。茶色は道です。そして資料

1 の 4 頁目。4 頁目が施設の構造図・配置図であります。緩い傾斜地になっておるんですね、果

樹園ですから。そこの所に建てると云うことですね。 

説明は以上であります。 

はい。それでは、これで報告を終わります。報告でございますのでご了承を頂きます。その上

で、この報告について何かお尋ねがございましたら、どうぞ挙手の上発言をしてください。 

無い様でございますので、それではこれで報告事項を終わります。 

続きまして、次に日程 4番。議事に移ります。 

議案第 11 号「農地法第 3 条の規定による許可申請について」を議題と致します。それでは説

明をしてください。 

議案第 11号「農地法第 3条の規定による許可申請について」を説明します。 

次のとおり、農地法第 3 条第 1 項及び同法施行令第 1 条の規定による許可の申請があったの

で、これを許可することについて本委員会の議決を求めるものです。 

（資料は 4-1頁） 

番号 1 譲渡人は鳥取市●●。譲受人は引地●●。土地の所在、大字引地――。地目は台帳 畑、

現況 畑、利用状況 畑。面積は 292㎡。権利取得後の経営面積は 24アールで、こちらは農用地

区域外の売買による所有権移転であります。 

位置図につきましては本冊頁をめくって頂き 4-1であります。 

以上、申請につきましては農地法の下限面積を満たすものであり、労働力の状況、通作距離な

どをみても問題がないことから、農地法第 3条第 2項各号には該当しないため、許可要件を満た

しているものと考えます。説明は以上です。 

以上で説明を終わります。これより質疑を行います。質疑は皆さんの方からございますか。 

それでは質疑は無し、と認めます。 

これより採決を行います。議案第 11 号「農地法第 3 条の規定による許可申請」に対する可否

決定について採決を行います。原案のとおり、この申請を許可することに賛成の委員の挙手を求
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議案第 12号 

農地法第 5 条の規定による許

可申請について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議長） 
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めます。 

《全員挙手》 

全員が挙手であります。よって議案第 11 号「農地法第 3 条の規定による許可申請」について

は、原案のとおりに可決を致します。 

次に、5 頁です。議案第 12 号「農地法第 5 条の規定による許可申請について」を議題と致し

ます。それでは説明を求めます。 

議案第 12号「農地法第 5条の規定による許可申請について」を説明します。 

次のとおり、農地法第 5条の規定による許可の申請があったので、これを鳥取県知事に進達す

ることについて、本委員会の意見を求めるものです。 

（資料は、5-1頁及び資料 1の 5頁から 10頁） 

番号 1 土地の所在 大字田後――。現況地目は田。転用面積は 192 ㎡。転用計画の用途は住

宅用地。施設概要は一般個人住宅であります。建築面積は 63.76㎡で、譲受人は田後●●。譲渡

人は田後●●。契約内容は、贈与による所有権移転であります。 

立地基準の判定に係る農地区分は 第 3 種農地。区分決定根拠は住宅等が連たんする区域内で

あります。許可根拠規定は第 3種農地につき原則許可。都市計画区分は非線引きの都市計画区域

内で、公共投資有でございます。 

事業計画は、一般個人住宅そしてカーポート。60㎝の盛土造成を行います。それから西隣の田

んぼとの境界に高さ 1.2mの L型擁壁を設置する計画であります。 

農業振興地域整備計画において農用地除外済み。土地改良区の意見書と隣接耕作者の同意書が

添付されております。 

頁をめくって頂き 5-1が航空写真による位置図で、非常に判り辛いですが、中央付近に赤色で

丸囲いをしている場所。中ほどに白っぽい正方形の農業用施設の屋根が見えますが、その建物の

道を挟んで北側にある筆が申請地であります。後ほど資料 1 の 6 頁にある公図と見比べて頂い

て、場所確認をして頂ければと思います。 

それでですね、現地の写真につきましては、資料 1の 5頁であります。資料 1の 5頁をお願い

します。そう云う所。 

そして資料 1、頁をめくって頂いて 6頁が公図。緑色の着色が申請地であります。そして次の
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7頁が土地利用計画図 兼 断面図。断面はその図面の上側に東西面断面図って書いてあるのと、

それから左側に南北面断面図と云う風に書いてございます。だから、東西方向は結局、右側にあ

る道の方に排水なり汚水桝もありますので、そちらの方に流すと云う計画になります。それで、

南側にある道と面一になる格好に造成をして行くと云う形ですかね。 

そして次の頁、8頁が建物平面図、9頁が立面図であります。それから 10頁が申請地周辺の上

水道と下水道の管路図であります。 

恐れ入ります。また議案書に戻って頂きまして。今度は番号 2でございますが。 

（資料は、5-2頁及び資料 1の 11頁から 18頁） 

番号 2 土地の所在 大字田後――。現況地目は畑ですね。転用面積は 1,475㎡であります。転

用計画の用途は住宅用地。施設概要は建売住宅が 5棟。建築面積は合計で 281.35㎡であります。 

譲受人は倉吉市 有限会社●●。譲渡人は倉吉市●●。契約内容は、売買による所有権移転で、

立地基準の判定に係る農地区分は 第 3種農地。区分決定根拠は 住宅等が連たんする区域内であ

ります。許可根拠規定は第 3種農地につき原則許可。都市計画区分は非線引きの都市計画区域内

で、公共投資有でございます。 

事業内容は、一般個人住宅 5 棟と、それから公衆用道路。そして申請地南側と西側に L 型擁

壁を整備するものであります。それから、国道 179 号バイパスの予定地に隣接しておりますの

で、申請地も部分的に県の買収が予定されております。 

農業振興地域整備計画において農用地除外済み。土地改良区の意見書 並びに 隣接の同意書が

添付されております。 

本冊、頁をめくって頂き 5-2が航空写真による位置図でございまして、国道 179号の交差点北

側、▲▲と云う贈答品のお店の後ろですね。現地の写真につきましては、資料 1の 11頁。 

この 11頁の写真は、北側の道路の方から南に向かって撮影をしております。 

資料 1の 12頁。頁をめくって頂きまして 12頁が公図。それから 13頁が土地利用計画図であ

ります。申請地を緑色で囲っておりますけれども、黄色部分。着色している黄色部分は国道 179

号バイパス関連で鳥取県が買収を予定している部分。それから各区画ごとに上水道と下水道の配

管が図示してありますのと、申請地南側の水路部分の用地の取り合いについて、この図面の左上

に断面図が表示されております。▲▲との間に水路がございまして、そこの所の始末をどうつけ
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議長 

 

谷岡委員 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

横川委員 

 

 

 

 

 

るかと云うのが、断面図が水路部分と云う事で付いておると云う風になっております。 

そして、また頁をめくって頂き 14頁が造成計画の平面図。それから 15頁が造成計画の横断面

と縦断面図でございます。上の方が横断、下が縦断ですね。 

敷地内道路は北に向かって下っておりますので、雨水等は北側の方に流れて行くと云う事にな

ります。 

それから次の 16 頁が建物平面図。17 頁が立面図であります。そして 18 頁が申請地周辺の上

水道と公共下水道の管路図でございます。 

以上、何れの申請につきましても、周辺への土砂流出の恐れは無く、日照や通風に与える影響

も無いことから、周辺の営農条件に支障を及ぼすものではありません。よって、農地法第 5条第

2項各号には該当しないため、許可要件を満たしているものと考えられます。以上であります。 

以上で説明が終わりました。引き続き現地調査委員による現地確認の報告をして頂きます。 

それでは番号 1番の案件を、6番の谷岡貞幸委員に報告をして頂きます。お願いします。 

はい。それでは報告します。本日 1時半より長谷川会長、土海職務代理、岡本委員、横川委員

と私。事務局 2名の計 7名で現地を確認して参りました。 

1 番の案件ですけど、場所が 5-1 頁と資料 1 の 5 頁を見てください。5-1 は上の方に写ってい

るのは旧北溟中のグラウンドです。現場の写真は資料 1 の 5 頁を見てもらったら分かります様

に、今まさにこの状態になっています。 

事務局から説明のあったとおり対策が取られる様なので、この周りの農地への支障もない様で

すし、この転用を認めることについて問題は無いことを委員全員で確認して来ました。以上です。 

はい、ご苦労様でした。次に番号 2番。この案件を 3番の横川力委員より、現地確認の報告を

してください。 

はい。2番の案件の、現地確認の報告をさせて頂きます。 

本冊の 5-2頁を見て頂けますでしょうか。これが航空写真による位置図であります。黒く塗り

つぶして斜線がしてありますが、ここの角の所にドラッグストアがあり、そこの前が▲▲があり

ます。▲▲の裏っ側にあたります。 

資料 1 の 11 頁の方が現地の写真であります。この写真、今もこの様な状態でありますが。現

地を確認しまして、排水の処理をしていますし、それから雨による土砂の流出の恐れは無く、対
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議案第 13号 

非農地の現況証明について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議長） 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

策が取られており周りの農地への支障も無い様ですので、この転用計画を認めることについて問

題は無いことを委員全員で確認しました。以上です。 

はい。以上で現地確認の報告を終わります。 

これより、2つ案件がございますが、一括して審議を行います。皆さんの方から質疑はござい

ますか。 

質疑はございませんか。それでは質疑は無しと云う風に認めます。これにて質疑を終結し、こ

れより採決を行います。 

議案第 12 号「農地法第 5 条の規定による許可申請」に対する意見決定についての採決を行い

ます。まず第 1号の案件について、原案のとおり認めることについて、賛成の委員の挙手を求め

ます。 

《全員挙手》 

全員が挙手であります。次に番号 2の案件について、原案のとおり認めることに賛成の委員の

挙手を求めます。 

《全員挙手》 

全員が挙手であります。よって議案第 12 号の「農地法第 5 条の規定による許可申請」につい

ては、原案のとおり意見決定を致します。 

次に議案第 13 号「非農地の現況証明について」を議題と致します。それでは説明をしてくだ

さい。 

議案第 13号「非農地の現況証明について」を説明します。 

次のとおり、農地法第 2 条第 1 項に規定する農地以外のものである証明願の提出があったの

で、同法の適用を受けない土地であることの証明を交付することについて、本委員会の議決を求

めるものです。 

（資料は 6-1頁、資料 1の 19頁と 20頁） 

番号 1 申請人は京都市山科区●●。土地の所在 大字久見――。地目は台帳 田、現況 雑種

地、面積は 1,296㎡。 

こちらは 20 年以上前に公共事業の残土受け入れ地となって以後、耕作者もおらず、現在は雑

種地の状態になっているものであります。 
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頁をめくって頂き 6-1 が航空写真の位置図。それから資料 1 の 19 頁が現況写真であります。

そして次の 20頁、これが公図でございます。 

番号 1については、説明は以上です。続いて整理番号 2番ですけれども。 

（資料は 6-2頁と 6-3頁、資料 1の 21頁から 24頁） 

番号 2 申請人は兵庫県加古川市●●。申請は 3 筆ありまして、先ず 1 筆目。土地の所在 大

字上橋津――。地目は台帳 畑、現況 原野、面積は 226 ㎡。40 年近く農地として使用しておら

ず、現在は原野化しているものであります。 

2筆目。土地の所在 大字上橋津――。地目は台帳 畑、現況 山林、面積は 90㎡。 

3筆目。土地の所在 大字上橋津――。地目は台帳 畑、現況 山林、面積は 86㎡。 

2 筆目と 3 筆目は何れも 40 年近く農地として使用しておらず、現在は山林化しているもので

ございます。 

位置図は本冊 6-2と 6-3頁に、位置図付けておりますけれども、場所が把握しづらいのでもう

ちょっと広い範囲を A4サイズの図面を中間図として別葉で挟ませて頂いております。 

この丸印を付けてる範囲を 6-2と 6-3頁で位置図と云う事で附けさせて頂いております。 

それで、6-2 と 6-3 を照らし合わせながら、そう云う場所ですよと云う事でご確認を頂きたい

と思うんですけども。 

現地の写真につきましては資料 1の 21頁。21頁をお願い出来ますでしょうか。 

説明にも、これ、書いておりますとおり、一筆目の大字上橋津――に行く途中の写真です。こ

れ以上先に進めないぞと云う事で。事務局 2人で事前に写真を撮りに行ったんですけども、その

辺りまでしか行けませんでした。 

また頁をめくって頂きまして次の頁をご覧頂くと、公図を付けておりますけども。青い矢印を

したあたりで撮った写真です。先に行く事が出来ないと云う事で、その先は言わずもがなの状態

でございます。 

それからまた、資料 1 の 23 頁。資料 1 の 23 頁で、これが上の方の写真が大字上橋津――の

写真ですけども、境界が判らないので、この写真の中央の奥側の方が、大字上橋津――の地番に

なるだろうと云う場所。 

それから下の写真が、大字上橋津――の、丁度写真の中央の奥側辺りが上橋津――にあたるで
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議長 

 

 

岡本推進委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

あろうと云う場所を、撮影をさせて頂きました。 

また資料 1、頁をめくって頂いて 23 頁。赤線から、赤線はそこらあたりは通れるんですけど

も。そこから青い矢印方向を写した写真でございます。 

と云う事で、整理番号 2については、そう云う事でご理解を頂きたいと思います。 

また、恐れ入りますが議案書、戻って頂きまして。今度は番号 3であります。 

（資料は 6-4頁、資料 1の 25頁と 26頁） 

番号 3 申請人は、はわい長瀬●●。土地の所在 大字久留――。地目は台帳 田、現況 雑種

地、面積は 319㎡。 

こちらは 20年以上前からハウスなり、駐車場として利用されているものであります。 

位置図は、本冊頁をめくって頂き 6-4頁。農協横の信号機のある交差点の場所であります。そ

れから現地の写真は、資料 1 の 25 頁です。ちなみに、恐れ入りますが、写真に写っている赤で

囲っている所が申請地ですけども。その写真を写している場所。そこは登記地目も現況も雑種地

であります。申請地だけが農地の地目、田んぼの地目が残っていると云う事でございます。 

そしてまた。資料の一番最後の頁、26頁が公図であります。 

と云う事で、説明は以上でございます。 

はい。以上で説明が終わりました。それでは引き続き、調査委員による現地確認の報告をして

頂きます。 

番号 1の案件を、18番岡本章委員より報告して頂きます。お願いします。 

それでは、現地確認の報告をさせて頂きます。 

本冊 6-1頁とですね、それから資料 1の 19頁 20頁に関係の書類があります。それで資料 1の

19頁ですけども、写真が載っておりますが、白い建物は東郷中学ですね。東郷中学校の近くの土

地です。 

それで●●さんはですね、今、京都の方に住んでおられまして。もう、滅多にこちらの方に帰

って来られないし、今後とも帰ってですね、農地として利用すると云う様な予定は全くないそう

でして。先ほど事務局から説明がありましたけども、もう農地として利用される見込みが無いの

で、非農地として良いのではないかと云うことを調査委員全員で確認しました。以上です。 

はい。それでは次に番号 2番の案件を、6番の谷岡貞幸委員より報告をして頂きます。 
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議案第 14号 

農用地利用集積計画の決定に

ついて 

 

 

谷岡委員 

 

議長 

横川委員 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議長） 

 

 

 

 

はい。2番目の案件ですけども、事務局が先ほど説明したとおりに現地に行けない様な所なの

で、これは非農地として認めることに問題は無いと考えます。以上です。 

はい。それでは次に番号 3の案件を、3番の横川力委員より報告をして頂きます。 

はい。報告させてもらいます。本冊 6-4頁、これが航空写真による位置図です。また資料 1の

方の 25頁に現地の写真を撮っています。 

現地は 20 年以上に亘り、ハウス、それから駐車場として使われて来ています。農地に復元す

ることは困難な状況ですので、非農地として認めることに問題は無いと委員全員で確認しまし

た。以上です。 

はい。以上で調査委員による現地確認の報告を終わります。 

これより一括して質疑を行います。皆さんの方から質疑はございますか。 

質疑はございませんか。それでは質疑無しと認めます。 

これより採決を行います。まず申請番号 1番の案件を原案のとおり可とする事に賛成の委員、

挙手を求めます。 

《全員挙手》 

全員が挙手であります。次に申請番号 2の案件を、原案のとおり可とする事に賛成の委員の挙

手を求めます。 

《全員挙手》 

全員が挙手であります。次に申請番号 3番の案件を、原案のとおり認めることに賛成の委員の

挙手を求めます。 

《全員挙手》 

全員が挙手であります。よって議案第 13 号の「非農地の現況証明」については、原案のとお

りに可決を致します。 

次に、議案第 14 号「農用地利用集積計画の決定について」を議題と致します。なお、本案件

につきましては、農業委員会等に関する法律第 31 条第 1 項の規定による議事参与の制限がござ

います。 

お諮りを致します。14番の河井勝重推進委員の申請番号 10番の案件を、先に審議することに

ご異議はございませんか。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

（「異議なし。」の声） 

それでは異議なしと認め、申請番号 10番の案件を先に審議をすることと致します。 

河井推進委員の退席を求めます。 

（河井勝重推進委員 退室） 

14番河井推進委員の退席を、確認をしました。それでは審議を続行します。説明を求めます。 

議案第 14号「農用地利用集積計画の決定について」を説明します。 

次のとおり、農用地利用集積計画が作成されたので、農業経営基盤強化促進法第 18 条第 1 項

の規定により、本委員会の意見を求めるものです。公告予定日は令和 4年 6月 15日であります。 

（資料は、7-1頁から 7-2頁） 

頁をめくって頂き、利用集積計画総括表をご覧ください。 

関係戸数は 借人 7、貸人 12であります。利用権の設定期間は田畑の合計で、3年未満が 2件

で 2,395㎡。3年以上 6年未満が 9件で 15,633㎡。6年以上 10年未満が 1件で 1,223㎡であり

ます。 

設定作物等面積は、水田として利用が 6,029㎡。転作田として利用が 3,445㎡。普通畑として

利用が 9,777㎡。利用権設定面積率は 0.152％であります。 

「農用地利用集積計画」については、農業経営基盤強化促進法第 18 条第 3 項の各要件を満た

しているものと考えられます。 

それで、次の頁 7-2 が各筆明細でございまして。ただ今ご審議頂くのが整理番号 10 番であり

ます。こちらがですね、以前耕作しておられた方がお亡くなりになられまして、誰が作るかと云

うなかから「じゃあこちらの方で受けましょう。」と云う事で話がまとまって。受け持つ様にし

てくださったと。そう云う内容でございます。説明は以上です。 

はい。以上で説明を終わります。それでは、これより質疑を行います。皆さんの方から質疑は

ございますか。 

質疑無しと認めます。それでは議案第 14号「農用地利用集積計画」、このことにつきまして採

決を行います。 

議案第 14号「農用地利用集積計画」の申請案件の内、10番の案件を原案のとおり認めること

に賛成の委員の挙手を願います。 
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

《全員挙手》 

全員が挙手であります。よって、この 10番の案件は原案のとおり決定を致します。 

それでは申請者、河井推進委員に入って頂きます。 

（河井勝重推進委員 着席） 

河井推進委員の着席を、確認を致しましたので、審議を続行致します。 

案件番号 10番、これ以外の申請についてを審議致します。それでは説明をしてください。 

はい。各筆明細の方で特筆すべき内容として、ちょっと説明をさせて頂きたいと思いますのが、

整理番号 1から 4まで。 

こちらがですね、倉吉市の■■にある農業法人で株式会社●●と云う法人がですね、賃貸借で

ビートなりサツマイモと云うのを作りたいと云う事で土地を借りられると。 

どうも砂畑で作り物をされたいと云う事で。■■と言ったら、もろ、土ですからね。そう云う

事だそうです。それで砂畑を求めて新川の方にいらっしゃったと云う事でございます。 

あと、それからですね、整理番号 11と 12が中間管理事業分と云う事になるんですけども。こ

ちらの方は、ここも砂畑で白ネギと云う風になって。次の議案、農用地利用配分計画の方で出て

参りますけれども。大山町の農業法人が砂畑での白ネギ栽培の規模拡大をしたいと云う事で、希

望を持っておられると云う事を、中間管理機構、鳥取県農業農村担い手育成機構から相談がござ

いまして、徳岡推進委員に話をまとめて頂いたと云う、そう云う案件でございます。 

説明は以上です。 

はい。それでは説明が終わりました。皆さんの方から、この各筆明細をご覧頂きまして、ご質

問がございましたらどうぞ、発言してください。 

どうぞ、良いですよ。発言してください。 

それでは、質疑は無い様でございます。質疑はこれで終了と致します。採決を行います。議案

第 14 号「農用地利用集積計画」の整理番号 1 番から 12 番とございますが、10 番を外した案件

総てを、採決を行います。 

10 番を外した案件、このことについて原案のとおり認めることに賛成の委員の方の挙手を求

めます。 

《全員挙手》 



14 

 

 

 

議案第 15号 

農用地利用配分計画の策定に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ その他 

 

 

 

（議長） 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

（議長） 

 

全員が賛成でございます。従いまして議案第 14 号「農用地利用集積計画の決定」につきまし

ては、原案のとおり意見決定をすることと致します。 

次に、議案第 15 号「農用地利用配分計画の策定について」を議題と致します。説明をしてく

ださい。 

議案第 15号「農用地利用配分計画の策定について」を説明します。 

次のとおり、農用地利用配分計画が策定されたので、農地中間管理事業の推進に関する法律第

19条第 3項の規定により、本委員会の意見を求めるものです。 

（資料は、資料 2） 

別添の資料 2をお手元にご用意頂まして、こちらの 2頁目の利用配分計画各筆明細をご覧頂け

ますでしょうか。各筆明細。 

整理番号 1 権利の設定を受ける者、西伯郡大山町 株式会社●●。権利を設定する農用地は

記載の 2筆で、面積は 2,255㎡であります。先程の議案、利用集積計画に出て来ました農地で、

設定する権利は 4年 6ヶ月の賃貸借で白ネギ栽培であります。 

整理番号 2 権利の設定を受ける者、東伯郡琴浦町 農業組合法人●●。権利を設定する農用

地は記載の 3筆で、面積は合計 3,072㎡であります。設定する権利は 4年 6ヶ月の賃貸借で芝栽

培であります。説明は以上です。 

はい。それでは説明が終わりましたので、これより質疑を行います。皆さんから質疑はござい

ますか。 

質疑無しと認めます。 

それではこれより採決を行います。議案第 15 号「農用地利用配分計画の策定」について、原

案のとおり認めることに賛成の委員の挙手をお願いします。 

《全員挙手》 

はい。全員が挙手であります。よって議案第 15号「農用地利用配分計画の策定」については、

原案のとおりに意見決定を致します。 

以上で議事を終わります。 

次に「その他」に入ります。「7月定例総会の日程について」をお諮りします。それでは説明し

てください。 
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６ 閉会 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

○ 7月定例総会の日程について 

 7月 8日（金） 午後 3時 から 

○ 農家相談会について 

6月 16日（木） 午前 9時から正午まで 

  担当：谷岡貞幸 委員、山本美代子 委員、中村 博 推進委員 

○ 農地パトロールの日程について 

  7月 27日（水） 出発式：午前 8時 45分 

目合わせのための事前研修 

 7月 21日（木）午後 

○ 認定農業者協議会との意見交換会について 

  7月に実施（日程未定、事前予告） 

○ 農業版 BCP（事業継続計画）について 

  鳥取県農林水産部農業振興監経営支援課からの情報（資料）提供 

  ・パンフレット「自然災害等のリスクに備えるためのチェックリストと農業版 BCP」 

  ・農業版事業継続計画書（簡易版） 

  ・参考資料「BCP（事業継続計画）とは」 

  以上の 3種類の資料に基づいて「事業継続計画」の目的・必要性について概要を説明 

  より詳しい解説を委員会で希望されるときは、別途研修を企画するもの 

○ 県外視察研修について 

  コロナ禍の状況に鑑み、年度内の実施は見送ることに決定 

 

それでは以上を持ちまして、本総会で附議されました案件は総て終了致しました。それでは皆

さん、ご起立をお願いします。 

以上を持ちまして、令和 4年度第 3回湯梨浜町農業委員会定例総会を、これで終わります。 

 

（閉会  午後４時３０分） 

 

 


